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   This study is specifying the space constitution elements which forms an image of streetscape by 

picture of sequential streetscape. The study area are Nishino-cho, Motoyoshi-cho and Sueyoshi-cho as 3 

peculiar streets in urban center of Kyoto. The study method specifies gaze elements and compares gazing 

level and pixels. As a result, in Nishino-cho, there are few gaze elements to the other streets , and in 
Motoyoshi-cho, gaze elements spreads, while in Sueyoshi-cho, the gaze concentrates on a specified element . 
As nature of high gazing elements, the elements of signature, difference of color , and front line elements 
is made.
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1.研 究の 目的 と背景

1-1.研 究の目的

近代化に伴 う都市開発 によって,我 が国の街並みの様相 は劇的に変化 してきた。伝統的街並み

景観を有 していると云われてきた京都においても例外ではなく,市 街地中心部の街並みは,景 観

に対する配慮 のなされていない建築物 も少な くない。一方,京 都市では,こ れ までの開発か保存

かの二項対立 から最適解 を模索 しつつ,近 年多 くの景観整備 に関する施策が新たに打ち出されて

いる。本研究 では,京 都市祇園地区において,開 発 と保存の軋轢の中で夫々の景観形成過程を経

てきた隣接 する3つ の街路が,如 何なる街路景観 を作 り出 しているのかを,明 らかにする。

快適な景観 を形成するには,街 並み全体に連続性 ・統一性があ り,且 つ個々の場所に特徴性 ・

複雑性のある計画が必要である。 しか し,.過度に連続性の強いものは均質空間 とな りやす く,特
徴性の高い ものは散逸 した印象 を与える。これらの街並みは様々な空間構成要素の集合で成 り立

ってお り,人 間はこれらを主に視覚情報から得 て,空 間を認識 している。また,そ れら街並みの

視覚情報 を,人 間は歩行等の移動に伴うシークェンス空間として経験 している。
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そこで本研究では,特 に注視 を促す空間構成要素 に着 目し,連 続的 に変化するシークェンス空

間において,こ れらを抽出することで,街 並みのイメージを形成する要因の一つである空間構成

要素 を明 らかにする。 さらに注視 を促す空間構成要素の基本的性質を,心 理実験:で用いた代替視

野画像の分析か ら解明することによって,こ れか らの街並み整備 における,空 間構成要素の誘導

手法等の在 り方に関する基礎的知見を得ることを目的とする。

1-2.既 往の研究

本研究を行 なうにあた り,そ の参考 となった先行研究として,実 空間とCRT画 像の対応関係 に

関する研究文l!空 間評価 と物理的構成要素の対応 に関する研究文2),イ メージの数値 的分析手法 に

関する研究文3),都 市の色彩 と心理評価 に関する研究文4),画 像特徴量 と心理量 に関する研究文5),

都市のアイデ ンティティを形成する構成要素に関する研究文6)等がある。また,特 にシークェンス

景観における先行研究 として,街 路空間の心理量分析に関する研究文7),視線方向や前頭部電位測

定等による人間行動の研究文8)9),P.Thie1,LHalprin等 の表記法をもとにした空間表記に関する研

究如om)等 がある。

既往の研究の多 くは,主 にSD法 等 によって空間のイメージを心理量 として測定 し,定 量化を行

なっている。一方,こ れまで我々は,人 間の注視行動 に着 目し,主 観的評価に基づ くイメージ傾

向とは異 なる,空 間の認識 という視点か ら心理量を捉えてきた文12)～17)。本研究では,こ れら注視

行動に基づ く心理量分析の手法をもとに,シ ークェンス景観 において,心 理量 を定量化 し,さ ら

に,そ の心理量実験で用いた代替視野画像上の物理量 との比較について論 じて行 くこととする。

2.研 究の方法

2-1.研 究方法の概要

本研究は以下の手順で行 なわれる。①対象地区の選定 とそのシークェンス代替視野画像の作成,

②注視 を促す空間構成要素の特定 と分類,③ 注視要素のシークェンスとエン トロピーによる分析,

④注視要素の画素数と単位画素注視数の算出,⑤ 結果の比較分析 と考察。

2-2.対 象地区の選定 とその特質

京都の中心市街地に位置す る祇園地区において,景 観形成過程の相違から全 く異なる景観の特

性 を持つに至った,隣i接 する3つ の街路 を対象地区として選定 した(図1)。 本研究では,こ の3街

路 を東進するシークェンス景観 を扱 うこととする。以下 に,夫 々の街路についての特徴 を大 まか

にまとめる。

(1)祇 園西之町(新 門前通):小 学校敷地から半径200m圏 域に入 り,風 営法注1)により商業活動が

規制 され,結 果 として良好な街並み景観 を有 している。骨董品等を扱 う古美術商が軒 を連ね,伝

統 的建築物 と中低層近代的建築物が混在 し,所 々に駐車場等の空地が見 られる。東進 した際,街

路前方に伝統的建築物を有 し,街 路は鍵折れに屈曲 している。1999年6月,歴 史的景観保全修景地

区に認定された。

(の 祇園元吉町(新 橋通):重 要伝統的建造物群保存地区に指定 された街路文18)で,伝 統的空間構

成要素を多 く保有する,整 った街並み景観 を有 している。お茶屋街 として存続 して きたこの街並
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図1調 査対象地区概略図 西之町,元 吉町,末 吉町

表1注 視要素の性質による 分類の範囲

種類 性質 要素
ground 景観の背景となる要素 空 ・路面
scape 建築物等の要素が集合して意味をなす要素 山並み ・街並み
archi 建築物の部位の要素を含む建築物を示す要素 近代建築 ・伝統建築 ・宗教建築

window 開口部を示す建築物の部位の要素 簾 ・暖簾 ・格子窓 ・虫小窓 ・展示 窓 ・カ'レージ
walI 壁面を示す建築物の部位の要素 伝統壁面
fence 空間の境界を示す要素 犬矢来 ・駒寄せ ・柵 ・車止め

9「een 樹木 ・植木鉢等の緑の要素 植栽
sign 文字 ・記号を直接含む独立 した要素 交通サイン・商業サイン
facility 都市 ・建築に付随する設備の要素 電柱 ・電線 ・街灯 ・建築設備 ・マンホール
equip 歩行者の用に直接供する設備の要素 ペンチ・自販機 ・祠 ・ポスト
others その他の要素 その他
noise 自動車 ・歩行者等の通過する要素 不確定
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写真1提 示 したシークェンス代替視野画像の一部

図2注 視要素の知覚位置による分類の範囲

一16一



みは,黒 目の紅殻で統一 され,足 元 に駒寄せ,出 格子 を配 し,二 階には一年を通 じて簾が掛 けら

れ,そ れ らが連続的に続いている洗練された景観 を有 している。東進 した際,街 路前方 に伝統 的

建築物 とその奥に近代的建築物 を有 し,街 路は白川南通 りと交わって,左 前方へ と緩やかに曲が

っている。

(3)祇 園末吉町:上 記2街 路のような規制を含め,景 観 に影響を及ぼす何 らかの施策が全 くかけら

れることな く,自 由な商業活動 によって形成 された街並み景観である。 中低層近代的建築物群 を

中心に構成された街並みは,夫 々セットバ ック し,ま た駐車場 としての空地 も見 られるが,所 々

に伝統的建築物 も散見される。東進 した際,街 路前方に近代的建築物を有 し,十 字路 を挟んで右

前方へと緩やかに曲がっている。

2-3.シ ー ク ェ ン ス代 替 視 野 画 像 の作 成

これ ら3街 路 を 東 進 す る シ ー ク ェ ンス 景 観 を
,総 延 長 約120m注2)と し,各 街 路 を区 間15m毎 に

連 続 す る8区 間 に分 割 した注3)。各 区 間 に お い て 広 角 レ ンズ 注4)を 用 い て 写 真 撮 影 注5)6)を 行 い
,こ

れ を コ ン ピ ュ ー タ へ 取 り込 み,加 工 した も の 注7)8)を,シ ー ク ェ ン ス代 替 視 野 画 像 と して
,実 験 に

用 い る こ と とす る(写 真1)。

2-4.注 視 を促す空間構成要素の測定

被験者注9)に,モ ニ ター上注10)に表示 される街路景観の代替視野画像か ら,「気 になる要素」 を

発話 させ,同 時 に画面上のその要素をマウスポインターで囲わせる。その際,ビ デオカメラで,
このモニター画像及び発話 を記録する。発話 された空問構成要素は,マ ウスポインターで囲まれ

た範囲を考慮 した上で,被 験者が指示 した空 間構成要素を特定 し,こ の空間構成要素を 「注視要

素注11)」とする。また,本 論においては,注 視要素の,物 理的属性 に関する性質を明らかにするた

め,要 素の性質による景観への影響に対する心理的評価 は,考 慮 しないこととする。

2-5.注 視要素の分類

上記の実験によって得 られた注視要素を種類ごとに区分する。 さらに要素の性質(表1)・ 知覚

位置(図2)に よって分類を行い,こ れを分析する。

3.注 視を促す空間構成要素の分析

3-1.注 視数の分析

実験:で得 られた注視された空間構成要素は,西 之町76要 素,元 吉町110要 素 ,末 吉町88要 素で

あ り,こ れを個別注視要素 とする。この個別注視要素 を,各 街路で注視された主な25種 と,不 確
定要素注12),そ の他の要素を加えた計27種 の注視要素に分類する。この27種 の注視要素に対する,
各区間毎 における注視要素の個数を被験者一人あた りで平均 したものを 厂注視数」 とし,分 析 を
行なう(図3)。

3-2.注 視要素のシークェンス

次に各街路 に発現 した注視を促す空間構成要素の考察を行なう。
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(1)西 之町:西 之町において8区 間総計平均41.5個 の注視 を得た。側方近代建築あ伝統建i築は,他

の街路に比べて大 きい注視を得ている。 これは,本 街路 に発現する要素の多 くが注視の弱いもの

であり,結 果 として他の街路 では背景 となる建物への注視が現れている。また,前 方山並みは,

東進するに連れ注視が低下 し,前 方伝統建築へ と移 り行 く。さらに前方伝統建築は,経 路が終点

に近づ くに連れ,前 方簾 ・暖簾に分解 して注視 される。 このように前方要素 も視点の移動 ととも

にシークェンシャルな変化 を経ている。また,こ れらの前方要素も同じく特 に注視 を促す性質の

ものではないが,経 路全般 を通 じて発現する要素が注視の弱いものである場合,ア イス トップの

景観が街路の性質に大 きな影響を持つものとなる。

(2)元 吉町:元 吉町において8区 間総計平均40.4個 の注視 を得た。 この街路 においては,側 方伝統

建築への注視が,側 方簾 ・駒寄せ等の要素 に置 き換 えられている。本街路はサイン等注視を集中

させる目的で設置 された要素が少ないことで,簾 ・駒寄せ等が注視要素とな り,こ れらが分散知覚

されることで後述のエン トロピーを高め,ま た連続的 に配されることによって,街 並みの統一性

と複雑性を共存 させている。 さらに,断 片的な要素 として,適 度な注視を促す側方祠 ・柵 ・植栽

等が,注 視 を過度に集中させ る自販機 ・ポス ト等 とは異な り,景 観の複雑性 を作 り出 している。
一方 ,前 方伝統建築の背後 にある前方近代建築が,経 路初期の段階から注視 を促 し,ま たこの要

素が前方山並みを経路途中で視野か ら外 すことからも,前 方近代建築が街路 のイメージに与 える

影響が大 きいと言える。この建築物は伝建地区の指定外にある。

(3)末 吉町:末 吉町において8区 間総計平均44.3個 の注視 を得た。経路初期か ら注視の発現する前

方街並みは,側 面近代建築 ・伝統建築 とともに知覚されている。要素が過度に散逸 している景観で

は,こ れらを個別にではなく,か たまりとして認識 している。本街路において特に注視 を促す要素

として,側 面商業サイン ・電柱 ・近代建築等が挙 げられるが,こ れらはいずれも注視 を目的とし

て設置された空間構成要素であ り,こ れ らの内いずれかへの注視に偏 った場合,後 述のエ ン トロ

ピーは低いもの となる。また,中 高層近代的建築物で構成 されている街並みに隠れ,や や視野に

占める割合は他の街路に比べて少ないが,背 景 となる要素である前方山並 みへの注視が少ない。

3-3.注 視要素エン トロピーの算出

各街路の注視要素エ ン トロピー注13)を算出 し,こ れを比較する(図4)。 注視エ ントロピーは,

ある場面において,被 験者が注視する空 間構成要素の選択の多様性を示す ものである。注視エ ン

トロピーの値が低い ものは,注 視 される要素が特定の要素に集中 してお り,一 方,注 視エン トロ

ピーの値が高いものは,注 視 される空間構成要素が多種多様であ り,複 雑な景観 を形成 している

と言える。エ ントロピー算出にあた り」 同種の要素であって も注視単位が異 なればエ ントロピー

は増加す ることか ら,個 別注視要素数注④ を用いることとする。 また,不 確定要素 に分類 される

ものは,景 観の性質には直接関係 しないことか ら,エ ントロピー分析の範囲か らは除外すること

とする。

さらに順位別注視要素エン トロピーの算出 も行 う。順位別注視要素エ ントロピーは,被 験者が

注視 した順番ごとに,第1位 か ら第5位 まで夫々算出することとする。順位別注視エ ントロピー も

特定の要素に注視が集中している場合その値 は低い ものとなるが,特 に注視順位が上位の順位別

注視エ ントロピーが低い場合,あ る特定の要素が特 に目立っている景観 である、と言える。但 し,

順位別エ ントロピーは注視の分散によって増加するが,注 視要素の数自体が順位 を追 う毎に低下

するため,順 位が下がるに従って必ず しも分散 していない。
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図3注 視数:西 之町,兀 吉町,末 吉町
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3-4.各 街路の注視要素エン トロピー

(1)西 之町:西 之町のエ ント白ピーは,他 の街路 に比べて相対的に低いもの となっている。これ

は個別注視要素数が3街 路 中で最 も低いことからも,注 視 を促す空間構成要素の選択肢 自体が少な

い街路であったためと言える。要素の数 自体が少 ない街路 において,商 業サイン等は特に注視 を

集中させ,注 視順位第1位 の順位エン トロピーも低い もの となっている。

(2)元 吉町:元 吉町のエ ントロピーは,他 の街路 に比べて相対的に高いものとなっている。個別

注視要素数 も3街路中最 も高い ものとなってお り,ま た,注 視順位別エントロピーも高いことから,

注視要素が多種にわた り,そ れ らが分散 して注視 されている。またシークェンスが終点に近づ く

につれ,側 方要素の減少 とともに,エ ン トロピーの低下が見 られることから,本 街路 において,

側方に位置する要素が景観の複雑性を形作っている。

(3)末 吉町:末 吉町のエ ン トロ ピーは,個 別注視要素数に対 してやや高いものとなっているが,
一方 ,順 位エ ントロピーは低い ものとなっている。これはある特定の要素(商 業サイ ン等)に 注

視が集中したためであ り,街 路 のイメージがその強い注視 を促す要素によって規定 されて しまっ

ている。

4.注 視要素の画像分析

4-1.画 素数の測定

代替視野画像中に含まれる,27種 の注視要素毎 に,夫 々画素数を測定する(図5>。 画素数はマ

ウス ポ イ ンター に よって囲 まれ た範 囲 を元 に要素 を抽 出 した ことか ら,必 ず しも総計が

286720pixel注15)になるとは限らない注16)。

4-2.注 視数と画素数の相関分析

注視数 と画素数の要素毎の相関分析を行 う(表2)。 その際,有 意水準5%で 帰無仮説 を検定する。

結果,各 街路 とも多 くの要素で比較的強い相関が見 られた。 これ らの要素では,同 要素間での画

素数の増減が注視の強 さに直接関係 している。一方,相 関の見 られなか った要素として,建 築

物 ・路面等の他の要素の背景になるものや,電 柱 ・建築設備 ・植栽等の,そ れ 自身で強い注視 を

促 さない ものが挙げられる。 また,要 素間において注視数と画素数の相関は,3街 路 ともに見 られ

なかった。

4-3.単 位画素注視数の分析

注視数を画素数で除 したものを単位画素注視数 とす る(図5)。 単位画素注視数は,空 間構成要

素の画面上における見かけの大 きさと注視の関係 を表 し,単 位画素注視数の値が大 きい要素ほど,

小 さい見かけで多 くの注視を得 る性質を持っていると言 える。

単位画素注視数の大きい要素として,先 ず,交 通サイン ・商業サイン等のサイン系(西07・17,

元16・17,末06・07・18等)の 要素が見 られる。これらは,文 字 ・記号等それ自体が意味を為す

ものによって,注 視が促 されている要素であ り,画 像 に全体 に占める割合に比 して強い注視 を得

ている。次に,電 線 ・ポス ト・ベンチ等,周 囲の景観か ら色彩の明らかに異なる もの(西13・22,

元14・21・23等)が ある。これ らもその用途上,注 視 を必要とする空間構成要素である。また,
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アイス トップの要素(西02・03・04,元04・05,末03等)も,画 素数が少ない経路初期の段階か .

ら高い注視 を得る要素である。 これ らは経路全般を通 じて注視 される要素であ り,特 に慎重な配

慮が必要である。

表2 注視数と画素数の相関関係
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図5 注視数,画 素数,単 位画素注視数の比較=西 之町,元 吉町,末 吉町
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5.ま と め

注視数の分析か ら,3街 路の性質 として次のことが言える。西之町は注視 される空間構成要素の

種類 自体が,他 の街路 と比較 して相対的に少なく,他 の街路 では背景 となる要素への注視 も見 ら

れた。元吉町は簾 ・駒寄せ等の連続す る注視要素が拡散 して多 く見 られ,複 雑な景観 を作 り出 し

ている。末吉町はサイン等注視 を目的とした要素が多 く,場 所毎に特定の要素・に注視が集中する

傾向があ り,要 素数 自体 は多いにも関わらず,単 調な景観に陥 りやすい。

次 に画素数 との比較か ら見た,注 視 を促す空間構成要素の性質 として,要 素 自体の意味,要 素

の色差,要 素の位置が挙げられた。また,背 景 となる要素 も,他 の要素 との兼ね合い によっては

強い注視 を得 る場合 もあ り,こ れらを調整することで,街 路のイメージを豊かなもの にして行 く

事が可能である。

また,こ れらの結果は,被 験:者に建築系の学生を用いたことか ら,要 素自体の評価 は恣意的に

なる危険性から行なわなかったが,注 視行為自体 にもその影響が出ている可能性があることも触

れてお く。

今回の研究か ら,空 間構成要素の画像情報をさらに多角的に検討 し,要 素間の注視差を説明す

る性質を定量化 して行 くことが今後の課題 である。

注

注1)風 俗営業等の規制及び業務の適正化等 に関する法律28条1項 の営業規制による。

注2>120mは 京都の一般的な街区における一辺の距離にほぼ等 しい。

注3)平 安京の条坊制街区は,方 四十丈 を四行八門制により,分 割 されていたことから,京 都に

おける街路景観分割単位を,8分 割 とした。

注4)28㎜ 広角レンズを用いて撮影された画像は,視 野60度 コーン説 を満たし,景 観 に過度の歪

みを生 じさせない。

注5)写 真撮影は,カ メラを三脚に固定 した状態で,俯 角10度 にて撮影を行った。

注6)撮 影日は1999年10月12日,天 候は影の強く出ない曇天 日であった。

注7)コ ンピュー ターモニ ターは一般的にアスペク ト比3:4で 表示 されるが,写 真 プリントは

7:10で ある。従って,モ ニター上に67Hzで 表示 を行 う際,640×480dpiの 画面 に対 し,

640×448dpiで 表示 されるよう,入 力 した画像を補正 した。

注8)モ ニターに街路景観の代替視野画像を表示 させ,マ ウスクリックで次視点場へ と画像が切

り替わるよう設計 した。また被験者毎に表示させる街路の順序を入れ替えた。

注9)本 実験 における被験者数は22名(男 性11名,女 性11名)で あ り,そ の属性は20代 の建築系学

生で構成 される。

注10)マ ルチスキャン17イ ンチディスプレイを67Hz,640×480dpiで 表示させた。

注11)本 稿 における 厂注視」 とは,人が視覚情報を認識 し(イ ンプット),そ の理解 を言葉で表現

する(ア ウ トプット),一 連のプロセスを指す ものであ り,機 材 を用いて測定 される人間の

身体的な動作の直接的測定とは異 なるものである。

注12)不 確定要素は,車 両 ・歩行者等の,通 過する要素を示す。

注13)注 視要素の分布 をその集中 と拡散か ら考察する為 に,エ ントロピーの概念で定量化 を行 う。

本稿では,H=一 Σpilog2Piで表 されるShannonに よるエン トロピーを用いる。
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注14)例 えば注視要素サインは個別注視要素サイン1,サ イン2… を分別 して捉える。

注15)代 替視野画像は640×448dpiで 表示 されるため,画 素数は全面で286720pixelで ある。

注16)例 えば,「簾」厂駒寄せ」等は 厂伝統建築」 に含まれる。
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